
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南予教育事務所教職員課 

令和元年 12月２日 

Ｎｏ．23 

師走 忙しい時こそ・・ 
12月に入りました。『師走』の言葉どおり、教職員は走り回 

るほど忙しくなっていることと思います。中学校においては、 

期末テストが終了し、成績処理に取り掛かっているのでは。小学校でも、２学期

の総括を着実に進めているところでしょう。忙しいとつい無理をしてしまいがち

ですが、健康面には十分に留意していただきたいと思います。 

12月４日（水）から12月10日（火）までの期間は、人権週間で、キャッチフレ

ーズは、「みんなで築こう 人権の世紀 ～考えよう 相手の気持ち 未来へつ

なごう 違いを認め合う心～」です。  期間中の、11月30日（土）・12月１日

（日）に人権参観日を開催した学校も多くあるようです。授業参観や、人権集会

や劇、講演などを通して、来校された保護者や地域の方とも人権意識の共有化が

なされたことと思います。このような機会を通じて、多くの方が人権意識を高

め、共にできることに取り組んでほしいと願っています。 

 

【 自己を振り返って 】 

 11月５日付で副教育長より「綱紀の保持及び服務規律の確保について」の通知

が県の関係機関にありました。年末年始を控え、改めて綱紀の保持及び服務規律

の順守を一層徹底するため、更には教職員一人一人が職務に全力で取り組み県民

の信頼を確保し、県民の負託に応えるために、全教職員が再度自己を振り返り言

動を律していただきたいと思います。 

 内容は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教職員としての品位を傷つけ、社会的信用を失墜することのないよ

うに、服務規律の厳正な遵守について教職員に訓示するとともに、交

通事故・違反、その他非違行為の未然防止を徹底すること。 

２ 所属における金品の管理を適切に行うとともに、公金の取扱い、予

算執行、各種手当の認定等については、県民の疑惑や不信を招くこと

のないよう、関係法律に基づき適正に行うこと。 

３ 個人情報を扱う業務では、当該個人情報の管理を徹底すること。ま

た、職務上の情報の管理については、その重要性に応じたセキュリテ

ィ対策を講じ、当該情報の漏えい防止を図ること。 

４ 服務規律の厳正な遵守が行われるよう、面談やコミュニケーション

により、管理職が教職員の抱える課題や問題点を把握してその解決を

共に図り、非違行為につながることがないよう十分に留意すること。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

各学校においては、冬季休業前の職員会議で、時間をとって確認がなされるも

のと思います。休業前・休業後においても全教職員が服務規律を守れているかど

うか、適宜意識を高めていただきたいと思います。 

 

「冬季休業中（前後を含む）学校経営」についても御確認・御指導願います。  

１ 個に応じた適切な内容・分量の課題（宿題）を与え、家庭と連携しなが

ら、学習習慣の確立を図ること                        

２ 家庭訪問、電話、手紙等を通じて、児童生徒の生活の様子を把握し、保護

者との連携の下、児童生徒が安全で自律的な生活が送れるよう指導徹底す

ること 

３ 教師が常に地域に足を運び、児童生徒の校外生活の実態を把握し、ＰＴ

Ａ･関係機関等との連携を密にして問題行動の早期発見に努め、非行防止

活動を推進すること 

４ 現在や３学期への不安や悩みなど、普段、目立たないおとなしい児童生徒

や休みがちな児童生徒、不登校の児童生徒等配慮を要する児童生徒への適

切な支援に努めること 

５ 個人情報の適切な保管・管理に万全を期すこと 

６ 金銭の取扱いについて、定期的に監査し、管理を厳正に行うこと 

７ 毒物、劇物及び薬物は、堅固な施設への収納と施錠、そして薬品使用簿等

を確認すること 

 

【 インフルエンザ予防に心掛けて 】 

 今年度初の「学級閉鎖」の報告がありました。いよいよインフル 

エンザ感染を心配する季節になってきました。感染予防を！ 

  

５ あらゆる機会を活用して、全ての教職員に服務規律の厳正な遵守を

周知徹底すること。また、所属における研修の実施により、不祥事の

発生を未然に防ぐ意識を常に高く持たせるとともに、相互に注意喚起

する気運の醸成に努めること。 

６「教職員の懲戒処分の指針」についての理解を深めるとともに、不祥

事の結果、本人が社会的、経済的に制裁を受けるのはもちろん、家族

にまで影響を及ぼし、生活を破綻させるといった事態を招いてしまう

こと、そして何よりも、県教育行政への県民からの信頼を大きく損な

い、以後の教育行政に支障を生じさせかねないことなど、多大な影響

を及ぼすことを十分認識させ、所属する全ての教職員一人一人の意識

の向上を図り、教職員としての誇りを持って、自己の職責を全うする

こと。                     【原文】 


